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第１章 調査の概要 

１－１ 基本的な考え方 

本市では、平成 6 年に「第 4 次瀬戸市総合計画」を策定し、これに基づいた計画的

なまちづくりを進めています。 

しかし、この計画の目標とする期間が平成 17 年までであること、また、この 10 年

近くの間に社会経済情勢が大きく変化していることから、新たな計画づくりが必要に

なってきています。 

そこで、本調査は、新たな総合計画策定のための基礎資料とするため、広く市民が

考える「21 世紀初頭を展望した瀬戸市の目指す姿」を把握するために実施します。 

 

１－２ 調査概要 

（1）調査対象 

平成 16 年 2 月 1 日現在、瀬戸市に居住する満 20 歳以上の方から、無作為で 8,000

人を抽出します。 

 

（2）調査区域 

調査対象の居住区域は、市内全域とします。 

 

（3）配布・ 回収方法 

調査票は対象者各人宛てに郵送配布し、市役所への返送による回収とします。 

 

（4）調査時期 

平成 16 年 2 月 13 日（金）～3 月 5 日（金） 

 

（5）回収数 

本調査の回収率は、以下のとおりです。 

 

配布数 回収数 回収率 

8,000 部 3,515 部 43.94％ 
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１－３ グラフ等の見方 

（１）単数回答の場合の図及び表中の構成比（％）は、少数点以下 2 位を四捨五入し

ていますので、合計は必ずしも 100.0％にはなりません。また、複数回答の場合

は、構成比ではなく、回答率（全回収数のうちの当該項目を選択した回答数の

割合）で表示しています。 

（２）一部のグラフについては、その対応する表において「不明」又は「無回答」の

分類項目がある場合でも、分析に不要と思われる場合は、省略してあります。 

（３）無回答の構成比、または回答率がゼロ（0％）のものについては、グラフを見や

すくするために表示を省略している場合があります。 

（４）性別、年齢構成、居住地、家族構成、職業、居住年数等によりクロス集計する

場合、母数は各項目での無回答の件数を除いていますので、その合計は回収数

と一致しない場合があります。 

（５）対策必要度の順位については、表中の値が同じものでも小数点 3 位以下が異な

る場合があります。 

（６）図表中の文言は、省略している場合があるため、必要に応じて巻末の調査票を

参考にしてください。 
 



 3

性　別

①男
45.0%

②女
54.0%

無回答
1.0%

年齢構成

①20歳代
10.1%

②30歳代
14.8%

③40歳代
14.0%

④50歳代
21.2%

⑤60歳代
23.0%

⑥70歳以上
16.1%

無回答
0.9%

第２章 調査結果 
２－１ 個人属性 

（1）性別 

回答者の性別は、男性 45.0％、女

性 54.0％となっており、女性の割合

がやや大きくなっています。 

 

 

（2）年齢構成 

回答者の年齢構成については、60

歳代が最も多く 23.0％、次いで 50 歳

代が 21.2％、70 歳以上も 16.1％とな

っており、比較的高齢者層の割合が高

くなっています。 

 

 

（3）居住地 

回答者の居住地は、⑫幡山連区、

⑧效範連区の割合が多く、②深川連

区の割合が最も少なくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

居住地

115

75

120

82

103

231

227

424

278

225

325

611

212

122

140

175

2

48

0 200 400 600 800

①道泉連区

②深川連区

③古瀬戸連区

④東明連区

⑤祖母懐連区

⑥陶原連区

⑦長根連区

⑧效範連区

⑨水南連区

⑩水野連区

⑪品野連区

⑫幡山連区

⑬西陵連区

⑭原山台

⑮萩山台

⑯八幡台

不明な方

無回答

回答数
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高校生以下の子どもの有無

無回答
2.2%

②いない
69.5%

①いる
28.4%

（4）家族構成 

回答者の家族構成は、二世代世帯

（親と子）の割合が最も多く、その

他を除けば単身世帯の割合が最も少

なくなっています。 

家族構成による回答者の年齢構成

では、単身世帯の 34.1％が 70 歳以

上の方で占められ、60 歳以上の高齢

者の割合は全単身世帯の半数を超え

ています。また、夫婦世帯の半数も

60 歳以上の方が占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）高校生以下の子どもの有無 

回答者の同居家族の中に高校生以

下の子どもがいる方は 28.4％で、子

どものいない方が 69.5％になって

います。 

 

 

 
 

家族構成

無回答
1.3%

⑤その他
3.0%

①単身世帯
6.1%

②夫婦世帯
29.4%

③二世代世帯
47.4%

④三世代世帯
12.9%

家族構成における年齢構成

13.1%

13.2%

11.6%

10.5%

12.6%

9.4%

19.8%

12.3%

8.6%

9.8%

7.8%

18.1%

17.1%

8.6%

9.8%

18.7%

25.1%

19.3%

21.9%

20.6%

38.9%

16.1%

14.3%

27.6%

34.1%

21.1%

25.3%

22.9%

4.2%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①単身世帯

②夫婦世帯

③二世代世帯

  (親と子)

④三世代世帯

 (親と子と孫)

⑤その他

①20歳代 ②30歳代 ③40歳代 ④50歳代 ⑤60歳代 ⑥70歳以上
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高齢者の有無

①いる
40.2%

②いない
57.5%

無回答
2.2%

（6）高齢者の有無 

回答者の同居家族の中にいる、ま

たは、回答者自身が、65 歳以上の方

は 40.2％で、そうでない方が 57.5％

になっています。 

 

 

 

 

 

（7）職業 

回答者の職業は、「勤め人」の割合

が最も多く、次いで「無職」、「専業

主婦・主夫」､｢パート・アルバイト｣、

｢自営業｣、｢会社等経営者｣､｢学生｣の

順となっています。 

 

 

 

 

（8）居住年数 

居住年数については、25.3％の方

が生まれてからずっと瀬戸市に住ん

でいます。20 年以上瀬戸市に居住し

ている人（「生まれてからずっと瀬戸

市に住んでいる」人と、「瀬戸市に通

算 20 年以上住んでいる人」の合計）

は、全体の約 75％を占めています。 

 

 

 

 

 

職　業

無回答
1.0%

⑥学生
2.1%

⑤専業主婦・
主夫
16.6%

①勤め人
(常勤)
31.0%

②自営業
10.5%

③会杜等
経営者
2.4%

④パート・
アルバイト

11.9%

⑧その他
2.0%

⑦無職
22.4%

居住年数

無回答
1.1%

⑦20年以上
49.4%

②1年未満
1.2%

③1～5年未満
5.7%

④5～10年
未満
7.2%⑤10～15年

未満
4.7%

⑥15～20年
未満
5.4%

①生まれてか
らずっと瀬戸
市に住んで

いる
25.3%
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２－２ 定住意向 

住みやすさについては、「①大変住みやすい」「②どちらかといえば住みやすい」を

併せると約 75％にも上り、年齢が高くなるにつれ、または居住年数が長くなるにつれ

住みやすいと意識されていることがうかがえます。 

定住意識については、今後も市内に住み続けることに積極的な意向（①今の場所、

もしくは②市内別の場所）が約 64％と高く、「④わからない」18.9％、「③市外に移り

たい、もしくは移る予定である」14.3％となっています。 

市外に移りたい、もしくは移る予定である理由については、「②通勤や通学に不便だ

から」が 15.3%と最も多く、次いで「⑩買い物や娯楽を楽しめる環境でない」が 13.6％

となっています。その他、自由意見の内容としては、生活道路の整備の状況、結婚、

親世帯との同居などの家族形態の変化によるもの、公共交通機関の整備の状況、市の

行財政・サービス・公共施設等に対する不満などが挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定住意識

無回答
3.0%

①今の場所に住
み続けたい

54.7%

②市内の別の
場所で住み

続けたい
9.1%

③市外に移りた
い、または移る

予定である
14.3%

④わからない
18.9%

瀬戸市の住みやすさ

無回答
1.1%

④大変
住みにくい

3.3%

③どちらかとい
えば住みにくい

20.3%

②どちらかとい
えば住みやすい

61.1%

①大変
住みやすい

14.2%
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２－３ 将来の姿 

市民が考える“瀬戸市がこうなっているとよいと思われる状態”に関する設問にお

いて、項目間の比較を試みるため、現状の取り組みへの評価と将来の重要度の評価の

平均値とを掛け合わせ、現状評価が低く、重要度が高いものが上位になるよう「対策

必要度」を算出しました。 

その結果、対策必要度が最も高いものは、現状に対する評価が最も低い「道路・移

動手段の利便性」でした。次いで「公共サービスが過度な市民負担によらず受けられ

る」、「経済的に自立して暮らせる」、「もしもの時でも暮らしが成り立つ」、「柔軟な仕

事の仕方ができる」となっており、さらに「教育」や「行政の役割（意向反映、効率、

小さな市役所）」「自助・共助中心の社会」などが上位に位置しています。 

こうしたことから、自立した生活を基本とし、安心して暮らすことができるように

地域や行政が的確な役割を担っている社会の構築に対する認識の高さが、浮かび上が

っているといえます。 

 

 

(18)適切な人口

(14)衛生

(16)自然の保護・維持(2)自立（柔軟な仕事 ）

(11)歴史・文化・伝統

(19)市民負担とサービス

(12)観光
(10)生涯学習

(9)教育

(17)国際交流

(1)自立（働く場）

(13)情報化

(8)自立（技術・知識）

(6)安心（犯罪・災害）

(5)子ども

(7)安心（食生活）

(3)健康

(15)道路・移動手段

(4)安心（もしもの時の支え ）

(21)共助（市民貢献）

(24)行政の役割

（小さな市役所）

(22)行政の役割（意向反映）

(25)効率

(23)自助・共助中心の社会

(20)共助（家族・地域）

(26)行政の役割（予防）

2.70

2.90

3.10

3.30

3.50

3.70

3.90

1.50 1.70 1.90 2.10 2.30 2.50 2.70 2.90 3.10

現状評価

重
要
度

高

低

高低

　　　タイプIIタイプI

タイプIII 　　タイプIV
現状評価平均：2.21

重要度平均：3.37

 

タイプⅠ・・・今後の重要度が平均値以上で、現状評価は平均値以下のもの 
タイプⅡ・・・今後の重要度が平均値以上で、現状評価も平均値以上のもの 
タイプⅢ・・・今後の重要度が平均値以下で、現状評価も平均値以下のもの 
タイプⅣ・・・今後の重要度が平均値以下で、現状評価は平均値以上のもの 
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順位 設問項目 対策必要度

1 (15)道路が整備され、移動手段が整っており、利便性が高い    〔道路・移動手段〕 11.12 

2 
(19)将来にわたって、市民の負担(税金や保険料等)が過度に増えることなく公共サービス

が受けられる                        〔市民負担とサービス〕 
11.01 

3 (1)働く場があり、経済的に自立して暮らすことができる        〔自立(働く場）〕 10.92 

4 
(4)病気や障害、離別、子育て中、介護中、高齢であっても暮らしが成り立つ 

〔安心(もしもの時の支え）〕 
10.85 

5 (2)能力・希望や生活の都合にあった柔軟な仕事の仕方ができる   〔自立(柔軟な仕事)〕 10.50 

6 
(9)子ども達が自らの将来の目標を持ち、その実現に必要な知識や経験を得られる機会があ

る                                                                      〔教育〕 
10.36 

7 
(22)行政情報や地域情報が市民に分かりやすく提供されており、市民の意向が行政に反映

されている                                                〔行政の役割(意向反映)〕 
10.24 

8 
(25)行政は、市民に理解しやすい明確な目標を立て、より高い効率で、より良いサービス

を提供している                                               〔行政の役割(効率)〕 
10.20 

9 
(23)自立した生活や地域・家族内で助け合う生活を基本に、そこでは対応しきれない課題

について行政が役割を果たす社会である                      〔自助･共助中心の社会〕 
9.91  

10 
(24)市民・NP0・企業等ができることは任せ、行政でなければ対応できない課題について、

行政が本来の役割を適正に果たしている                 〔行政の役割(小さな市役所)〕 
9.77  

11 
(8)市民が自立して経済生活を送る上で必要な技術や知識を身につける機会がある 

〔自立(技術・知識)〕 
9.77  

12 
(16)次の世代に引き継ぐことができる自然環境が保護・維持されている 

〔自然の保護・維持〕 
9.56  

13 
(6)犯罪・災害・火災・事故などに巻き込まれる心配の少ない環境である 

〔安心（犯罪・災害）〕 
9.47  

14 (21)地域を良くするために、市民や企業など、それぞれが貢献している〔共助(市民貢献)〕 9.46  

15 (14)下水道整備や適切なごみ処理などにより生活環境が衛生的で快適である     〔衛生〕 9.42  

16 (5)安心して子どもを生み、健やかに育てることができる                    〔子ども〕 9.16  

17 (12)瀬戸の自然や文化などを体感するために多くの人が訪れている       〔観光〕 8.93  

18 (17)市民の日常生活や産業面における国際交流が進んでいる               〔国際交流〕 8.86  

19 
(26)行政は、火災予防や健康増進など、事前予防の取り組みに力を入れている 

〔行政の役割(予防)〕 
8.79  

20 (13)高度な情報化社会にふさわしい便利な生活を送っている                 〔情報化〕 8.73  

21 (20)家族や地域とのつながりが深く、お互いが助け合って生活できる〔共助(家族・地域)〕 8.46  

22 (10)適正な負担で生涯学習・スポーツ・余暇を楽しむことができる         〔生涯学習〕 8.42  

23 (11)瀬戸の歴史・文化・伝統が保持され、後世に伝えられている     〔歴史･文化･伝統〕 7.92  

24 (3)健康に暮らすことができる                                              〔健康〕 7.90  

25 
(18)地域でお互いを支え合い、暮らし続けるために必要となる人口規模であり、適正な人

口構成となっている                                                 〔適切な人口〕 
7.45  

26 (7)安全な水や食料が手に入り、安心して食生活を営むことができる    〔安心(食生活)〕 7.11  

※〔 〕内は、以後の分析で用いる短縮した表現 
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追加記入欄は、総回答数 3,515 票のうち 896 人の方が記入しています。しかし、(1)

から(26)の項目と類似する項目を挙げているものが多くあり、追加項目というよりは、

現状評価が不十分で、今後整備などを強く要望している項目を挙げている傾向がありま

す。 

全体的な傾向としては、生活道路、幹線道路を問わず、道路の狭さや歩道の不備によ

る歩行の困難から「道路整備」を訴えるものが一番多くなっています。次いで、陶器な

どの伝統を生かした地場産業の育成、企業の誘致、観光や娯楽施設の整備による「まち

の活性化」挙げています。また、3番目には、行政に対する要望が多く、職員等の定数削

減による人件費削減、市民の意見を反映した行政の運営などによる行政改革の実現を挙

げています。以下、「高齢者、障害者、子育て支援などの福祉・医療の充実」や「高齢に

なった時の車に依存しない生活のための公共交通機関の整備」が続いています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

将来の姿（追加記入欄）

16.2%

12.9%

11.8%

11.2%

10.5%

8.5%

6.4%

4.9%

4.0%

3.4%

3.1%

2.4%

2.0%

1.1%

1.7%

0% 5% 10% 15% 20%

道路整備

まちの活性化

行政改革

福祉・医療の充実

公共交通機関

環境（ゴミ・産廃）

教育の充実

防犯・防災

公園等の整備

土地利用計画

その他の公共施設

下水道

働く場の確保

国際博覧会関連

その他
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２－４ 働く場を確保する手段 

市民が満足度の高い生活を送るためには、瀬戸市民の方々が仕事を持って収入を得

られる状態になることが重要になります。そのためには、働く場を確保する必要があ

りますが、その手段として望ましいものについて尋ねています。 

働く場を確保する手段としては、「④瀬戸市に企業を誘致して、そこで働く場を増やす」

が52.6％で一番多く、次いで「⑥地域内のニーズに密着した仕事場（介護、育児などの身

近なサービス提供をするビジネス）で働く場を増やす」が41.3％になっています。 

 

働く場を確保する手段

11.8%

22.2%

16.9%

52.6%

11.4%

41.3%

26.4%

2.9%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①名古屋市や周辺の都市に勤務する人を増やす

②瀬戸市の陶磁器関連産業で働く場を増やす

③瀬戸市への観光客等の誘致により、観光関連産

業で働く場を増やす

④瀬戸市に企業を誘致して、そこで働く場を増やす

⑤商業や飲食業などを誘致・盛んにして、そこで働く

場を増やす
⑥地域内のニーズに密着した仕事場（配食、介護、

育児、教育、リサイクルなどの身近なサービス提供

をするビジネス）で働く場を増やす
⑦新産業・ベンチャー注2等を起業し、そこで働く場を

増やす

⑧その他

無回答

回答率
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２－５ 公共的サービス提供のあり方 

今後、国の総人口が平成 18 年をピークに減少し、高齢化が進み、一人一人が市役所

から受けられるサービスが減ることが考えられます。こうした状況下における公共的

サービス提供のあり方についての意向は、「④市民負担はできるだけ軽減し、市役所が

提供するサービスは必要最低限とし、それを超える部分については、市民の助け合い

や、別にお金を払ってＮＰＯ・企業などの提供するサービスを身近に利用できるよう

にする」が 39.0％で一番多く、次いで「③市民負担は現在水準を維持するが、市役所

から受けられるサービスの減少分は、市民の助け合いや、別にお金を払ってＮＰＯ・

企業などの提供するサービスを身近に利用できるようにする」が多くなっています。 

また、その他の意見として「行政運営を効率化（職員・議員定数削減、経費削減な

ど）し、サービスの見直し（公共事業廃止など）により、支出を減らす」が多くなっ

ています。 

 

公共的サービス提供のあり方

2.0%

12.7%

31.9%

39.0%

7.3%

7.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

①税や公的保険料の市民負担を大きく増やして、市役所が

提供するサービスを拡大する

②税や公的保険料の市民負担を少し増やして、市役所が

提供するサービスを維持する

③市民負担は現在水準を維持するが、市役所から受けら

れるサービスの減少分は、市民の助け合い、ＮＰＯ・企業な

どの提供するサービスを利用
④市民負担はできるだけ軽減し、市役所の提供するサービ

スは必要最低限とし、それを超える部分については、市民

の助け合いや、ＮＰＯ・企業などの提供するサービスを利用

⑤その他

無回答

構成比
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２－６ これからの瀬戸市（人口対策） 

今後、国の総人口が平成 18 年をピークに減少すると予測される中で、これからの瀬

戸市のあり方についての意向は、全体の約 54％の方が、人口の現状維持を志向してい

ることがうかがえます。 

また、4 つの項目の中で、「①日本全体で人口が減少していくなら、瀬戸市でも同じ

ようなペースで減少するのはやむを得ないので、そうした中で支え合うことができる

仕組みをつくりあげていく【人口：減】」、「②子どもが増えるような取り組みに力を入

れ、長期間に瀬戸市を支える市民を増やしていく【人口：現状程度】」、「③転出を減ら

し、転入を増やす【人口：現状程度】」の間に大きな差がありません。 

その他の意見として、「行政運営の見直し」、「産業・商業の活性化」、「人口減少する

中での子育て支援」などが挙げられています。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの瀬戸市

27.7%

26.1%

27.7%

9.9%

3.0%

5.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

①日本全体で人口が減少していくなら、瀬戸市でも同じよう

なペースで減少するのはやむを得ないので、そうした中で支

え合うことができる仕組みをつくりあげていく

②子どもが増えるような取組に力を入れ、長期間に瀬戸市

を支える市民を増やしていく

【人口：現状程度】

③転出する人を減らしたり、転入する人を増やす取組に力を

入れ、若い人や働き盛りの人に多く住んでもらう

【人口：現状程度】

④他市町村との合併により、人口が減少することにより不都

合になると思われることを回避する

【人口：増】

⑤その他

無回答

構成比
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２－７ 市民の役割 

今後の豊かな市民社会の実現のためには、地域としての自立が求められることから、

行政と市民の役割が変化していく必要があると考えられます。これからの社会におい

て、市民がどの程度の役割を担うかについては、5 つの項目の中で「（1）家族同士で助

け合う」「（2）地域の清掃や廃品回収などの活動に参加する」「（3）近所の子どもを預

かったり、お年寄りの買い物を手伝ったりするなど、地域の支え合いの輪に参加する」

「（4）ＮＰＯ活動やボランティア活動に参加・協力する」「（5）ＮＰＯ活動団体やボ

ランティアグループを自ら立ち上げ、活動していく」の順で積極的な意向が多くなっ

ています。 

なお、「（3）近所の子どもを預かったり、お年寄りの買い物を手伝ったりするなど、

地域の支え合いの輪に参加する」「（4）ＮＰＯ活動やボランティア活動に参加・協力

する」では“行うことは難しい”が増加し、「（5）ＮＰＯ活動団体やボランティアグ

ループを自ら立ち上げ、活動していく」では 53.9％となっています。 

追加記入欄については、総回答数 3,515 票のうち 301 人の方が、問 8 の追加項目を 1

つ、又は、複数項目記入しています。しかし、記入された 541 の項目のうち 14.6%が、

設問の意図に関係なく、「道路の整備」や「行政改革」などの市政への要望を挙げてい

ます。 

追加項目としては、「地域パトロールなどの防犯活動への参加」が一番多く、次いで、

「自治会や子供会などの地縁組織への参加・協力」、「ごみの分別の徹底」が続きます。

全体的な傾向としては、ボランティアグループやＮＰＯなどの組織を通して参加・協

力をするというよりは、「自宅周辺の清掃」、「ごみの分別の徹底」、「社会ルールの遵

守」などの個人が社会の中で果たすべき役割を積極的に行うべきとの意向がうかがえ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民の役割

69.4%

37.2%

18.5%

15.3%

20.9%

49.2%

49.1%

55.4%

30.2%

23.4%

20.3%

53.9%

7.8%

7.7%

8.9%

9.0%

9.8%

6.0%

5.9%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）家族同士で助け合う

（２）地域の清掃や廃品回収などの活動に参加する

（３）近所の子どもを預かったり、お年寄りの買い物
を手伝ったりするなど、地域の支え合いの輪に参加

する

（４）ＮＰＯ活動やボランティア活動に参加・協力する

(５）ＮＰＯ活動団体やボランティアグループを自ら立

ち上げ、活動していく

構成比

積極的に行うべき できれば行うべき 行うことは難しい 無回答
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第３章 調査のまとめ 
 
（1）定住意向について 

本市を「住みやすい」と考える市民は約 75％であり、年齢が高くなればなるほどそ

の傾向は強まります。「今の場所もしくは市内に住み続けたい」と考える市民は約 64％

であり、これも年齢が高くなればなるほどその傾向は強まります。 

市内もしくは市外の「別の場所に移りたい」理由としては、「通勤や通学に不便」「買

い物や娯楽を楽しめない」が上位に位置づけられています。 

 

（2）将来の姿について 

市民が考える“瀬戸市がこうなっているとよいと思われる状態”に関する設問にお

いて、項目間の比較を試みるため、現状の取り組みへの評価と将来の重要度の評価と

を掛け合わせ、現状評価が低く、重要度が高いものが上位になるよう「対策必要度」

を算出しました。 

その結果、対策必要度が最も高いものは、現状に対する評価が最も低い「道路・移

動手段の利便性」でした。次いで「公共サービスが過度な市民負担によらず受けられ

る」、「経済的に自立して暮らせる」、「もしもの時でも暮らしが成り立つ」、「柔軟な仕

事の仕方ができる」となっており、さらに「教育」や「行政の役割（意向反映、効率、

小さな市役所）」「自助・共助中心の社会」などが上位に位置しています。 

こうしたことから、自立した生活を基本とし、安心して暮らすことができるように

地域や行政が的確な役割を担っている社会の構築に対する認識の高さが、浮かび上が

っているといえます。 

 

（3）働く場を確保する手段について 

より多くの市民が経済的に自立するため、またはより豊かな生活を送るために働く

場を確保する手段として、最も望ましいとされた選択肢は「瀬戸市への企業誘致

（52.6％）」であり、次いで「地域に密着した仕事場（コミュニティビジネス）で働く

場を増やす（41.3％）」となっています。 

また、陶磁器関連産業、観光関連産業、商業・飲食業に対しては、10～20％程度の

値となっています。これらのことから、新たな産業への期待と職住近接の意向が強い

ことがうかがえます。（複数回答可） 
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（4）公共的サービス提供のあり方について 

これからの公共的サービス提供のあり方については、将来の姿（問５）において「公

共サービスが過度な市民負担によらず受けられる」が上位に位置していたとおり、「市

民負担軽減・市役所サービスは必要最低限・より充実した共助によるサービス利用」

が最も多く 39.0％、次いで「市民負担現状維持・市役所サービス減少分は共助による

サービス利用」が 31.9％となっています。 

行財政状況が厳しさを増す中においても、市役所によるサービス確保のために、税

や保険料などの形で一律義務的に市民負担を維持もしくは増加されることは敬遠され、

市民それぞれがサービスを受ける必要が生じた時点で、自らの負担でサービスを受け

たり、市民同士が助け合う（共助）ことができるような仕組みを構築していくことが

求められているといえます。 

 

（5）これからの瀬戸市（人口対策）について 

本市の人口規模に関する設問では、全国的には減少時代に突入するものの「子ども

増加策」「転入増加策」などによる現状維持を望む意見が５割を上回っています。 

その一方で、家族や地域の中で助け合う仕組みを構築し、市役所からの公共的サー

ビスの減少を補うことで、人口減少及び高齢化を乗り切る取り組みを求める意見も３

割弱ありました。 

 

（6）市民の役割について 

市民が担うべき役割としては、「家族同士で助け合う」について約９割が積極的、も

しくはできれば行うべきと考えており、「地域の活動やＮＰＯなどへの参加・協力」も

７～８割の市民が積極的、もしくはできれば行うべきと考えていることから、それぞ

れのより具体的な取り組みを明らかにし、市民が行動できるような仕掛けづくりが求

められているといえます。 
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資料 調査票 

第 5 次瀬戸市総合計画づくりのための市民意向調査について 

調 査 票 

（お願い） 
皆さまには、日頃より市政にご協力いただき、ありがとうございます。 

瀬戸市では、平成 6 年に「第 4 次瀬戸市総合計画」を策定し、これに基づいた計画的なまちづくりを

進めてきているところです。 

しかし、この計画の目標とする期間が平成 17 年までであること、また、この 10 年近くの間に社会経

済情勢が大きく変化してきていることから、新たな計画づくりが必要になってきています。 

そこで、本年度から、新たな総合計画づくりに着手していますが、市民の皆さまと一緒につくってい

くことが重要だと考えています。そのため、広く皆さまの「21 世紀初頭を展望した瀬戸市の目指す姿」

についてのお考えを聞くための市民調査を実施することとしました。 

 今回、瀬戸市にお住まいの 20 歳以上の方から無作為で 8,000 人を選ばせていただき、お願いしてい

ます。ご回答の内容は、すべて統計的に処理し、プライバシーの保護はもとより、他の目的に利用する

ことは一切ございませんので、ご迷惑をおかけすることはありません。 

 ご多忙とは存じますが、調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力くださいますよう、よろしくお願い申し

上げます。 

平成 16 年 2 月  瀬戸市長   増 岡 錦 也 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この調査票は、古紙配合率 100％・白色度 70％再生紙を使用しています。  

ご回答にあたってのお願い 
1. ご回答は、ご本人（アンケートのあて名の方）がご記入ください。 
2. 質問ごとに、回答欄にあてはまる番号をご記入ください。なお、特に指示のある項目

については、それに従ってお答えください。 
3. ご記入後は、同封の返信用封筒にこの用紙を入れて、切手をはらず 3 月 5 日(金)まで

にご返送ください。 
4. このアンケートついてのお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

瀬戸市役所 企画部企画課 
〒489‐8701 瀬戸市追分町 64 番地の 1 

(電話)0561-88-2521   (FAX)0561-88-2513 

E-mail:kikaku@city.seto.aichi.jp 
URL  http://www.city.seto.aichi.jp 
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問 1 はじめに、あなた自身のことについておたずねします。 
  各設問について、次の中からあてはまる番号を右の回答欄に記入してください。 

 
（1）あなたの性別は。                                   
 
 
 
（2）あなたの年齢は。 
 
 
 
 
 
（3）お住まいの連区は。分からない方は住所を記入してください。 
 
 
                                             
 
 
 
 
 
 
（4）ご家族の構成は。 
 
                                              
 
 
 
 
（5）同居家族の中に高校生以下の子どもは。 
 
 
 
（6）同居家族の中に（自身を含む）65 歳以上の方は。 
 
 
 
（7）あなたの主な職業は。 
 
                                              
 
 
 
 

① 男                   ② 女 

① 20 歳代          ② 30 歳代         ③ 40 歳代 

④ 50 歳代          ⑤ 60 歳代         ⑥ 70 歳以上 

① 道泉連区      ② 深川連区     ③ 古瀬戸連区      ④ 東明連区 

⑤ 祖母懐連区    ⑥ 陶原連区        ⑦ 長根連区     ⑧ 效範連区 

⑨ 水南連区          ⑩ 水野連区     ⑪ 品野連区     ⑫ 幡山連区 

⑬ 西陵連区      ⑭ 原山台       ⑮ 萩山台          ⑯  八幡台 

① 単身世帯             ② 夫婦世帯 

③ 二世代世帯（親と子）       ④ 三世代世帯（親と子と孫） 

⑤ その他（①～④のいずれにもあてはまらない世帯） 

① 勤め人（常勤）          ② 自営業（個人経営。家族従業者等含む） 

③ 会社等経営者          ④ パート・アルバイト 

⑤ 専業主婦・主夫           ⑥ 学生 

⑦ 無 職             ⑧ その他 

（１） 

（２） 

（３） 

（４） 

（７） 

回答欄 

① いる             ② いない 
（５） 

① いる             ② いない 
（６） 

不明な方の住所  （                          ）  町  ・  台  ・  通  ・  坂 
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（8）瀬戸市にお住まいになって通算何年になりますか。 
 
 

  
 
 

 
 
 
問２  あなたにとって、瀬戸市は住みやすいところですか。 

      次の中からあてはまる番号を右の回答欄に記入してください。 
 

 

 

 

 

問３  あなたは、今後も瀬戸市にお住みになりたいですか。 

  次の中からあてはまる番号を右の回答欄に記入してください。 
 

 

 

 

 

問４  問３で②③を選んだ方にお聞きします。別の場所に移りたい、または移る予定の理由をお教えく

ださい。 

  次の中からあてはまる番号を２つまで選び、右の回答欄に記入してください。あてはまるものが

ない場合は「⑬その他」に直接、具体的に記述してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 生まれてからずっと瀬戸市に住んでいる。 

他市町村に住んだことがある場合は瀬戸市での通算居住年数を以下からお選びください。 
② 1 年未満          ③ 1～5 年未満        ④ 5～10 年未満 

⑤ 10～15 年未満       ⑥ 15～20 年未満       ⑦ 20 年以上 

（８） 

① 大変住みやすい。 

②  どちらかといえば住みやすい。 

③  どちらかといえば住みにくい。 

④  大変住みにくい。 

① 今の場所に住み続けたい。    ⇒  問５へ 

②  市内の別の場所で住み続けたい。            ⇒  問４へ 

③  市外に移りたい、または移る予定である。    ⇒  問４へ 

④  わからない。                ⇒  問５へ 

① 住宅や土地の価格・広さに満足できないから ② 通勤や通学に不便だから 

③ 自然災害への備え(防災)が不十分だから   ④ 下水道などの基盤整備が遅れているから 

⑤ 騒音などの生活環境に満足できないから   ⑥ 医療・福祉環境に満足できないから 

⑦ 保育・子育て・教育環境に満足できないから ⑧ 近所付合いなどがわずらわしいから 

⑨ 治安・防犯が心配だから                   ⑩ 買い物や娯楽を楽しめる環境でないから 

⑪  商売や事業を行いやすい環境でないから     ⑫  仕事、学校、家族の都合でやむをえず 

⑬ その他（                               ） 

回答欄 

回答欄 

 

回答欄 
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問５ 瀬戸市が今後も発展し続けていくためには、社会・経済情勢などの様々な「環境の変化」に的確

に対応し、市民の皆さまが生活していくことができるようになっていくことが大切です。そこで、

瀬戸市がこうなっているとよいと思われる状態を次のように整理しました。 

あなたは、それぞれの項目について、現状をどのように評価し、今後取り組むことがどのくらい

重要だとお考えですか。 

項目ごとの現状評価と重要度について、あなたのお考えに一番近い番号を「１～４」の中から  

それぞれ１つ選んで、番号に○印をつけてください。 

 
現状評価 今後の重要度  

            現状評価・重要度 
            それぞれ 1 つを選択 
 
 
 

設 問 項 目 
 

十
分
な
状
態
で
あ
る 

ま
あ
ま
あ
の
状
態
で
あ

る や
や
不
十
分
な
状
態
で

あ
る 

不
十
分
な
状
態
で
あ
る 

重
要
で
あ
る 

ま
あ
重
要
で
あ
る 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

（記入例） ○○○○○にする 1 2 
 

3 4 1 2 3 4 

(1) 働く場があり、経済的に自立して暮らすこ

とができる。 1 2 3 4 1 2 3 4 

(2) 能力･希望や生活の都合にあった柔軟な仕

事の仕方ができる。 1 2 3 4 1 2 3 4 

(3) 健康に暮らすことができる。 1 2 3 4 1 2 3 4 

(4) 病気や障害、離別、子育て中、介護中、高

齢であっても暮らしが成り立つ。 1 2 3 4 1 2 3 4 

(5) 安心して子どもを生み、健やかに育てるこ

とができる。 1 2 3 4 1 2 3 4 

(6) 犯罪・災害・火災・事故などに巻き込まれ

る心配の少ない環境である。 1 2 3 4 1 2 3 4 

(7) 安全な水や食料が手に入り、安心して食生

活を営むことができる。 1 2 3 4 1 2 3 4 

(8) 市民が自立して経済生活を送る上で必要

な技術や知識を身につける機会がある。 1 2 3 4 1 2 3 4 

(9) 
子ども達が自らの将来の目標を持ち、その実

現に必要な知識や経験を得られる機会があ

る。 
1 2 3 4 1 2 3 4 

(10) 適正な負担で生涯学習・スポーツ・余暇を

楽しむことができる。 1 2 3 4 1 2 3 4 

(11) 瀬戸の歴史・文化・伝統が保持され、後世

に伝えられている。 1 2 3 4 1 2 3 4 

(12) 瀬戸の自然や文化などを体感するために

多くの人が訪れている。 1 2 3 4 1 2 3 4 

問５から問８の質問については、あなたが瀬戸市長になったつもり

で、瀬戸市全体のこととして、お答えください。 
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現状評価 今後の重要度  
            現状評価・重要度 
            それぞれ 1 つを選択 
 
 
 

設 問 項 目 
 

十
分
な
状
態
で
あ
る 

ま
あ
ま
あ
の
状
態
で
あ

る や
や
不
十
分
な
状
態
で

あ
る 

不
十
分
な
状
態
で
あ
る 

重
要
で
あ
る 

ま
あ
重
要
で
あ
る 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

(13) 高度な情報化社会にふさわしい便利な生

活を送っている。 1 2 3 4 1 2 3 4 

(14) 下水道整備や適切なごみ処理などにより

生活環境が衛生的で快適である。 1 2 3 4 1 2 3 4 

(15) 道路が整備され、移動手段が整っており、

利便性が高い。 1 2 3 4 1 2 3 4 

(16) 次の世代に引き継ぐことができる自然環

境が保護・維持されている。 1 2 3 4 1 2 3 4 

(17) 市民の日常生活や産業面における国際交

流が進んでいる。 1 2 3 4 1 2 3 4 

(18) 
地域でお互いを支え合い、暮らし続けるた
めに必要となる人口規模であり、適正な人
口構成となっている。 

1 2 3 4 1 2 3 4 

(19) 
将来にわたって、市民の負担（税金や保険
料等）が過度に増えることなく公共サービ
スが受けられる。 

1 2 3 4 1 2 3 4 

(20) 家族や地域とのつながりが深く、お互いが

助け合って生活できる。 1 2 3 4 1 2 3 4 

(21) 地域を良くするために、市民や企業など、

それぞれが貢献している。 1 2 3 4 1 2 3 4 

(22) 
行政情報や地域情報が市民に分かりやす
く提供されており、市民の意向が行政に反
映されている。 

1 2 3 4 1 2 3 4 

(23) 
自立した生活や地域・家族内で助け合う生
活を基本に、そこでは対応しきれない課題
について行政が役割を果たす社会である。 

1 2 3 4 1 2 3 4 

(24) 
市民・NPO 注 1・企業等ができることは任せ、
行政でなければ対応できない課題について、
行政が本来の役割を適正に果たしている。 

1 2 3 4 1 2 3 4 

(25) 
行政は、市民に理解しやすい明確な目標を
立て、より高い効率で、より良いサービス
を提供している。 

1 2 3 4 1 2 3 4 

(26) 行政は、火災予防や健康増進など、事前予

防の取り組みに力を入れている。 1 2 3 4 1 2 3 4 

注 1：NPO とは、非営利で、不特定かつ多数の市民の利益の増進を目的として活動する団体をいう。 



 21

 
以上の項目のほかに、追加すべき「瀬戸市がこうなっているとよいと思われる状態」があれば、以

下の追加記入欄に直接記入し、同じように○印をつけてください。 
 

現状評価 今後の重要度  
            現状評価・重要度 
            それぞれ 1 つを選択 
 
 
 

設 問 項 目 
 

十
分
な
状
態
で
あ
る 

ま
あ
ま
あ
の
状
態
で
あ

る や
や
不
十
分
な
状
態
で

あ
る 

不
十
分
な
状
態
で
あ
る 

重
要
で
あ
る 

ま
あ
重
要
で
あ
る 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

(27) 

直接お書きください。 

1 2 3 4 1 2 3 4 

(28) 
直接お書きください。 

1 2 3 4 1 2 3 4 

(29) 
直接お書きください。 

1 2 3 4 1 2 3 4 

追 

加 

記 

入 

欄  

(30) 
直接お書きください。 

1 2 3 4 1 2 3 4 

 
問 6 この先、市民が満足度の高い生活を送るためには、経済的に自立できること、つまり、より多くの瀬

戸市民の方々が仕事を持って収入を得られる状態になることが重要と考えます。 

そのためには働く場を確保する必要がありますが、その手段として望ましいものは、次のうち

のどの項目ですか。考えに近いものを２つまで選び、回答欄に記入してください。 

あてはまるものがない場合は「⑧その他」に直接、具体的に記述してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    注 2：新技術や高度な知識を軸に、大企業では実施しにくい創造的・革新的な経営を展開する小企業 

① 名古屋市や周辺の都市に勤務する人を増やす。 

② 瀬戸市の陶磁器関連産業で働く場を増やす。 

③ 瀬戸市への観光客等の誘致により、観光関連産業で働く場を増やす。   

④ 瀬戸市に企業を誘致して、そこで働く場を増やす。 

⑤ 商業や飲食業などを誘致･盛んにして、そこで働く場を増やす。   

⑥ 地域内のニーズに密着した仕事場（配食、介護、育児、教育、リサイクルなどの身

近なサービス提供をするビジネス）で働く場を増やす。 

⑦ 新産業･ベンチャー注２等を起業し、そこで働く場を増やす。 

⑧ その他 （具体的に：                                ） 

回答欄 
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問 7  日本全体で少子高齢化が進行しており、国の総人口は、平成18（2006）年をピークに減少すると予

測注３されています。瀬戸市の人口もこの 10 年間で微増から横ばいになってきており、この先、国全

体の動きに伴い、現在の約 13万人から減少し、かつ高齢化が進むことが予想されます。 

これからの社会では、「税や公的保険料を負担する人が少なくなるが、税などでまかなわれる市役所

のサービスを必要とする人が増える」ことが予想され、その結果、「一人一人が市役所から受けられる

サービスが減る」ことが考えられます。 

また、助け合いや支え合いができる地域社会が維持できなくなったり、経済活動を支える年齢層が

希薄になり、平均的に生活水準が低下することも考えられます。 

 
（１） このような社会状況の下での公共的なサービス提供のあり方として、市民の「受益と負担」の関

係からは、次のうちのどの項目が望ましいとお考えですか。１つ選び、回答欄に記入してください。

あてはまるものがない場合は「⑤その他」に直接、具体的に記述してください。 

         なお、市役所が行うサービス提供については、十分効率的に行われているものとしてお考え

ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（２） こうしたことを踏まえ、これからの瀬戸市としては、次のうちどれを選択するべきだと考え

ますか。最も当てはまる考えを１つ選び、回答欄に記入してください。当てはまるものがない

場合は「⑤その他」に直接、具体的に記述してください。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注 3：国立社会保障・人口問題研究所による平成 14 年 1 月推計の中位推計による予測 

① 税や公的保険料の市民負担を大きく増やして、市役所が提供するサービスを拡大する。 

② 税や公的保険料の市民負担を少し増やして、市役所が提供するサービスを維持する。 

③ 税や公的保険料の市民負担は現状水準を維持するが、市役所から受けられるサービスの減

少分は、市民の助け合いや、別にお金を払って NPO・企業などの提供するサービスを身

近に利用できるようにする。  

④ 税や公的保険料の市民負担はできるだけ軽減し、市役所が提供するサービスは必要最低限

とし、それを超える部分については、市民の助け合いや、別にお金を払って NPO・企業

などの提供するサービスを身近に利用できるようにする。 

⑤ その他 （具体的に：                          ） 

 

① 日本全体で人口が減少していくなら、瀬戸市でも同じようなペースで減少するのはやむを

得ないので、そうした中で支え合うことができる仕組みをつくりあげていく。 
【人口：減】 

② 子どもが増えるような取組に力を入れ、長期的に瀬戸市を支える市民を増やしていく。

【人口：現状程度】 

③ 転出する人を減らしたり、転入する人を増やす取組に力を入れ、若い人や働き盛りの人に

多く住んでもらう。                                        【人口：現状程度】 

④ 他市町村との合併により、人口が減少することにより不都合になると思われることを回避

する。                                                          【人口：増】 

⑤ その他 （具体的に：                          ） 

 

回答欄 

回答欄 
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問 8 今後は豊かな市民社会を実現するために、地域としての自立がより一層求められています。その

中で行政と市民のそれぞれの役割も、変化していく必要があります。 

次のそれぞれの項目について、これからの社会において、市民がどの程度の役割を担っていく

べきかをお尋ねします。あなたのお考えに一番近い番号を「１～３」の中からそれぞれ１つ選ん

で、番号に○印をつけてださい。 

                             市民が担う役割 
                               それぞれ 1 つを選択 

  設 問 項 目 
積極的に

行うべき 
できれば 
行うべき 

行うこと

は難しい 

（記入例） ○○○○○する 2 2 3 

(1) 家族同士で助け合う。 1 2 3 

(2) 地域の清掃や廃品回収などの活動に参加する。 1 2 3 

(3) 
近所の子供を預かったり、お年寄りの買い物を手
伝ったりするなど、地域の支え合いの輪に参加す
る。 

1 2 3 

(4) NPO 活動やボランティア活動に参加･協力する。 1 2 3 

(5) NPO 活動団体やボランティアグループを自ら立ち
上げ、活動していく。 1 2 3 

 
以上の項目のほかに、追加すべき「市民が担う役割」があれば、以下の追加記入欄に直接記入し、

同じように○印をつけてください。 

(6) 
直接お書きください。 

1 2 3 

(7) 
直接お書きください。 

1 2 3 

(8) 
直接お書きください。 

1 2 3 

追 

加 

記 

入 

欄  (9) 
直接お書きください。 

1 2 3 

 

問９ 瀬戸市のまちづくりについて、ご意見・ご提案がありましたら、下の空欄にご自由にお書き

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上、ご協力ありがとうございました。 

ご記入いただいた回答用紙は、同封した返信用封筒に入れ、3 月 5 日までに投函くださいますようお

願いします。（切手は貼らなくて結構です。） 

 

１ 
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